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寒
川
神
社
の
巫
女
は
月
に
数
回
、
茶
道
の
稽
古
を
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
▼
茶
道
の
所
作
の
中
で
は
十
月
よ
り

｢

中な
か

置お
き｣

、
十
一
月

に
入
る
と

｢

炉ろ

開び
ら

き｣

と
い
わ
れ
、
そ
れ
ま
で
客
よ
り
一
番
遠
い
場

所
に
置
い
て
い
た
火
を
客
側
に
近
づ
け
ま
す
。
寒
く
な
っ
て
く
る
と

火
の
気
が
恋
し
く
な
る
時
期
で
あ
り
、
少
し
で
も
客
に
暖
を
近
づ
け

お
茶
室
を
暖
め
て
か
ら
お
茶
を
頂
け
る
よ
う
に
と
い
う
お
点て

前ま
え

を
行

う
亭
主
の
気
持
ち
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
所
作
を
行
い
ま
す
▼
茶
道
の

世
界
で
は
、
お
茶
を
点た

て
る
為
の
道
具
の
置
き
場
所
や
、
一
つ
一
つ

の
動
作
に
意
味
が
あ
り
、
亭
主
は
お
茶
を
点
て
る
だ
け
で
は
な
く
、

相
手
を
気
遣
い
、
も
て
な
す
心
を
何
よ
り
も
大
切
に
し
ま
す
。
亭
主

だ
け
で
は
な
く
、
客
も
ま
た
お
茶
を
頂
く
前
に
は
必
ず
次じ

客き
ゃ
く

に

｢

お

先
に
。｣

と
一
声
か
け
、
相
手
を
気
遣
う
心
を
大
切
に
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
お
互
い
を
敬
う
謙
虚
さ
や
心
遣
い
が
、
日
本
文
化
の
学
ぶ

べ
き
素
晴
ら
し
い
点
だ
と
、
肌
寒
い
日
が
お
と
ず
れ
る
季
節
に
な
る

と
改
め
て
感
じ
ま
す
▼
当
神
社
の
茶
道
の
稽
古
で
は
、
中
国
最
古
の

詩
篇
で
あ
る

『

詩
経』

に
詠
ま
れ
て
い
る
次
の
句
の
掛
け
軸
を
必
ず

床
の
間
に
掛
け
ま
す
。

�
�
�
�
�

(

は
っ
け
い
な
お
み
が
く
べ
し)

白
珪
と
は
完
全
無
欠
の
高
貴
で
清
浄
な
玉
の
事
を
言
い
ま
す
。
そ

の
完
全
無
欠
な
玉
を
、
な
お
か
つ
磨
き
な
さ
い
と
い
う
の
が
こ
の
句

の
意
味
で
す
▼
物
事
に
終
わ
り
は
無
く
、
も
う
磨
き
よ
う
が
無
い
も

の
で
も
ま
だ
磨
け
ば
磨
く
余
地
が
あ
り
、
更
に
そ
れ
を
磨
き
き
っ
て

い
く
努
力
と
向
上
心
が
大
切
な
の
だ
と
諭
し
て
お
り
、
つ
い
安
易
な

妥
協
を
し
が
ち
な
現
代
の
私
達
に
と
っ
て
必
要
な
戒
め
の
句
で
も
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
▼
日
本
文
化
だ
け
で
は
な
く
、
先
人
た

ち
の
教
え
は
、
今
人
の
私
達
に
と
っ
て
倣な

ら

う
べ
き
点
が
多
く
、
守
り

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
文
化
に

触
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
る
私
達
巫
女
は
、
な
お
の
こ
と
こ
れ
ま

で
継
承
さ
れ
て
き
た
文
化
や
先
人
た
ち
の
教
え
を
守
り
伝
え
て
い
く

一
人
な
の
だ
と
改
め
て
自
覚
し
、
ま
た
ご
参
拝
の
方
々
に
少
し
で
も

気
持
ち
良
く
お
参
り
し
て
頂
け
る
よ
う
日
々
の
奉
仕
に
生
か
し
て
ゆ

く
こ
と
が
、
何
よ
り
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

(

猿
橋

由
唯)
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▲参道を進む修復神輿

��
	



�

�
	

�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�

明
治
天
皇
の
お
誕
生
日
に
あ

た
る
こ
の
日
に
、
近
代
日
本
の

建
国
発
展
に
ご
尽
力
な
さ
れ
た

明
治
天
皇
の
聖
徳
大
業
を
仰
ぎ

皇
室
の
弥
栄
と
国
家
国
民
の
繁

栄
を
お
祈
り
し
ま
す
。

� �
�

� �
�

� �
�

�
�
�

	
�
�
�
�


�

新
穀
を
は
じ
め
、
今
年
収
穫

さ
れ
た
農
作
物
等
を
神
前
に
お

供
え
し
、
本
年
の
豊
穣
と
勤
労
の

感
謝
を
神
に
捧
げ
る
祭
典
で
す

�
�

�
�

�

新
嘗
祭
に
際
し
、
皆
様
方
の

報
恩
感
謝
の
真
心
を
、
御
神
前

に
お
取
次
ぎ
申
し
上
げ
ま
す
。

米
・
酒
・
野
菜
・
果
物
・
花
・

魚
・
菓
子
等
の
奉
納
を
承
り
、

お
名
前
を
記
名
し
お
供
え
い
た

し
ま
す
。

尚
、
お
酒
の
奉
納(

奉
献
酒)

は
、
一
升

二
千
円
よ
り
思
召

に
て
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

日
本
国
民
の
大
御
親
神
と
崇

め
ま
つ
る
伊
勢
の
神
宮
で
は
、

十
月
十
五
日
よ
り
十
七
日
に
か

け
て
、
今
年
収
穫
さ
れ
た
新
穀

を
天
照
大
御
神
に
奉
り
、
一
年

間
の
御
守
護
と
五
穀
の
豊
穣
に

感
謝
の
念
を
捧
げ
る
年
間
最
大

の
祭
事
で
あ
り
、
最
も
重
要
な

祭
典
の
一
つ
と
さ
れ
る
神
嘗
祭

が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
典
を
奉
祝
し
、
寒
川

神
社
で
も

｢

神
嘗
奉
祝
祭｣

が

厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

去
る
十
月
十
五
日
午
前
十
一

時
、
人
形
奉
斎
殿
に
て
人
形
感

謝
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
典
は
、
十
月
十
五
日

が

｢

人
形
の
日｣

で
あ
る
こ
と

に
因
ん
で
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

参
列
さ
れ
た
方
々
は
、
当
日
、

奉
斎
殿
脇
に
設
け
ら
れ
た
納
め

処
に
持
ち
寄
ら
れ
た
人
形
を
並

べ
、
日
々
親
し
み
、
心
を
慰
め

て
く
れ
つ
つ
も
役
目
を
終
え
て

納
め
ら
れ
た
人
形
に
感
謝
の
念

を
捧
げ
ま
し
た
。

宮
山
地
区
の
氏
神
と
し
て
町

内
の
方
々
に
篤
く
崇
敬
さ
れ
て

い
る
末
社
宮
山
神
社
の
例
祭
が

九
月
二
十
九
日
、
厳
粛
に
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。

十
月
七
日
に
は
神
幸
祭
が
執

り
行
わ
れ
、
無
事
修
復
を
終
え

荘
厳
優
美
な
姿
に
蘇
っ
た
神
輿

が
宮
山
地
区
内
全
域
を
威
勢
よ

く
巡
幸
し
、
ご
奉
賛
頂
き
ま
し

た
氏
子
の
皆
様
に
お
披
露
目
さ

れ
た
他
、
神
賑
行
事
も
開
催
さ

れ
、
終
日
大
勢
の
参
拝
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

��
�

�
�

�
�

�
�

�

一
昨
年
暮
れ
に
発
足
し
た
寒

川
神
社
神
輿
修
復
奉
賛
会
は
、

委
員
の
方
の
献
身
的
な
ご
尽
力

と
氏
子
の
皆
様
の
志
厚
き
ご
奉

賛
に
よ
り
奉
賛
事
業
も
順
調
に

進
捗
し
、
神
輿
も
滞
り
な
く
大

修
復
が
さ
れ
、
氏
子
地
域
全
域

へ
の
御
披
露
目
も
決
定
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
目
出
度
く
解
散
さ

れ
る
運
び
と
な
り
、
去
る
九
月

二
十
九
日
解
散
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

赤
誠
な
る
御
奉
納
を
賜
り
ま

し
た
皆
様
方
に
は
、
誌
上
よ
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▲感謝状を受け挨拶される杉山会長

▲清祓を受ける人形等
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�
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A
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C
D
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G
H
1
�
I

伊
勢
の
神
宮
で
最
も
重
要
と
さ
れ

る
神
嘗
祭
に
合
わ
せ
て
、
伊
勢
市
で
盛

大
に
行
わ
れ
る｢

初
穂
曳｣

に
、
当
神

社
よ
り
宮
山
総
代
長
中
島
啓
介
氏
他

職
員
二
名
が
奉
仕
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

ま
た
、
翌
年
の
お
白
石
持
行
事
に

備
え
た
お
白
石
拾
い
に
も
参
加
し
、

宮
川
の
河
原
に
て
、
神
地
に
奉
納
す

る
に
相
応
し
い

｢

子
供
の
握
拳
大
の

大
き
さ
で
透
明
感
の
あ
る｣

白
石
を

探
し
ま
し
た
。
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R
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R
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�
L
�
N
O
R
S
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:

※
午
前
は
十
一
時
よ
り
午
後
は
二
時
よ
り
開
催

(

約
三
十
分
間)
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寒
川
町
危
険
物
安
全
協
会
主

催
に
よ
る
第
三
十
四
回
自
衛
消

防
隊
消
火
技
術
大
会
が
、
去
る

十
月
二
十
二
日
に
さ
む
か
わ
中

央
公
園
に
て
開
催
さ
れ
、
当
神

社
か
ら
は
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
と
屋
内
消
火
栓
操
法
女
子
の

部
、
ま
た
寒
川
病
院
か
ら
は
屋

内
消
火
栓
操
法
男
子
の
部
に
出

場
、
消
火
技
術
力
を
競
い
ま
し
た

隊
員
た
ち
は
、
日
頃
の
訓
練

の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、

全
部
門
に
て
最
優
秀
賞
で
あ
る

会
長
賞
を
獲
得
、
各
役
割
り
ご

と
の
最
優
秀
者
を
称
え
る
個
人

賞
に
も
九
人
が
選
ば
れ
る
な
ど

好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
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中
里(

上)

新
屋
幸
次

殿
外
三
六

八
六
、〇
〇
〇
円

中
里(
下)

中
島

明

殿
外
三
七

六
七
、〇
〇
〇
円

中
里(

河
原)
伊
澤
健
治

殿
外
一
九

二
二
、〇
〇
〇
円

中
里(

サ
ザ
ン)

田
中
茂
久

殿
外

四

五
、〇
〇
〇
円

馬
場

野
口

勇

殿
外
二
七

二
八
、〇
〇
〇
円

雷

金
子

脩

殿
外
二
六

二
七
、〇
〇
〇
円

下

小
菅
年
男

殿
外
六
五

六
八
、〇
〇
〇
円

根
岸(

上)

佐
々
木
一
士

殿
外
四
一

四
五
、五
〇
〇
円

根
岸(

中)

金
子
篤
史

殿
外

七

一
五
、〇
〇
〇
円

根
岸(

下)

関
根

隆

殿
外
五
四

五
四
、五
〇
〇
円

オ
リ
ー
ブ
の
丘

松
尾

収

殿
外

五

一
七
、〇
〇
〇
円

旭(

東)

宇
田
川
昇

殿
外
四
二

四
三
、〇
〇
〇
円

旭(

西)

林

新
吾

殿
外

九

一
六
、〇
〇
〇
円

上
合

中
村
昭
雄

殿
外
二
六

二
七
、〇
〇
〇
円

宮
山
南

高
橋
政
雄

殿
外
一
五

三
二
、〇
〇
〇
円

�
�
�
�
�

鳥
井
戸
２
森
口
恭
一

殿
外

八

九
、〇
〇
〇
円

小
町
屋
１
〜
３

�
橋

博

殿
外
一
八

二
〇
、〇
〇
〇
円

北
台
畑

砂
川
日
出
男

殿
一
、〇
〇
〇
円

富
士
見
町
渡
辺
明
日
香

殿
外

三

四
、〇
〇
〇
円

中
島
３

渡
邉
眞
三
郎

殿
外

六

一
七
、〇
〇
〇
円

西
１

曽
根
利
昭

殿
外
二
一

二
二
、〇
〇
〇
円

新
道

大
津
喜
久

殿
外

五

六
、〇
〇
〇
円

笠
谷

府
川
宗
吉

殿
外

三

六
、〇
〇
〇
円

宿
１

木
内
康
雄

殿
外

七

八
、〇
〇
〇
円

宿
２

鳥
海

功

殿
外

六

七
、〇
〇
〇
円

宿
３

中
島
孝
志

殿
五
、〇
〇
〇
円

宿
４

青
木
孝
司

殿
外

一

�
�
�
	
�

中
町

大
久
保
信
男

殿
外

一

八
、〇
〇
〇
円

中
町
原

井
上

清

殿
三
、〇
〇
〇
円

根
下

永
野
陸
郎

殿
外

六

七
、〇
〇
〇
円

�


�
	
�

久
保
地

三
沢
広
司

殿
五
、〇
〇
〇
円

仲
町

臼
井

英

殿
外

七

一
七
、〇
〇
〇
円

上
町

武
田

博

殿
外

一

二
、〇
〇
〇
円

仲
町
原

佐
藤
判
夫

殿
外

四

七
、〇
〇
〇
円

二
、〇
〇
〇
円

東
１

中
嶋
克
明

殿
外

七

八
、〇
〇
〇
円

東
２

武
井
房
江

殿
外

四

五
、〇
〇
〇
円

東
３
・
５
Ａ
後
藤
秋
雄

殿
外

六

七
、〇
〇
〇
円

東
３
・
５
Ｂ
吉
沢
一
郎

殿
外
一
一

一
二
、〇
〇
〇
円

東
４

原

和
正

殿
外

三

四
、〇
〇
〇
円

鳥
井
戸
４
・
５

金
子

巌

殿
五
、〇
〇
〇
円

上
町･

下
町

三
留
春
雄

殿
外

八

九
、〇
〇
〇
円

�
�

�
�

入
町

栗
田

馨

殿
外

六

七
、〇
〇
〇
円

北
町

露
木

茂

殿
一
、〇
〇
〇
円

南

池
田
守
康

殿
一
、〇
〇
〇
円

菅
谷
台

奥
津

肇

殿
外

九

一
三
、〇
〇
〇
円

�


�
�

西

松
井
博
之

殿
外

七

一
五
、〇
〇
〇
円

東
１

三
澤
敬
機

殿
外

七

八
、〇
〇
〇
円

原
１

藤
井
喜
代
治

殿
外

六

九
、〇
〇
〇
円

�
�
	
�
�
�

南
駅
前
通
三
堀

昇

殿
外

三

九
、〇
〇
〇
円

北
駅
前
通
臼
井

剛

殿
外

一

六
、〇
〇
〇
円

南
１

�
橋

進

殿
二
、〇
〇
〇
円

南
２

金
沢
純
一

殿
外

一

四
、〇
〇
〇
円

東
通

志
知

宏

殿
五
、〇
〇
〇
円

�
�

�
�

大
村(

東)

小
島

貢

殿
外
一
二

一
三
、〇
〇
〇
円

大
村(

西)

笠
川
広
志

殿
外

八

一
八
、〇
〇
〇
円

大
村(

東
２)

安
藤
文
夫

殿
一
、〇
〇
〇
円

大
村(

西
２)

伊
藤
定
男

殿
外

九

二
〇
、〇
〇
〇
円

才
戸(

東)

堤

朝
雄

殿
外

八

一
四
、〇
〇
〇
円

才
戸(

西)

座
間
良
夫

殿
外

八

九
、〇
〇
〇
円

原(

南)

脇

政
一

殿
外
一
〇

二
一
、〇
〇
〇
円

原(

北)

平

�
夫

殿
外
一
一

一
〇
、〇
〇
〇
円

十
二
天(

南)

市
川

巧

殿
三
、〇
〇
〇
円

十
二
天(

北)

藤
澤
正
巳

殿
三
、〇
〇
〇
円

新
町･

入
町

井
上

登

殿
外

九

一
〇
、〇
〇
〇
円

南
町

鈴
木
美
香

殿
外

八

一
四
、〇
〇
〇
円

西
町

森

敏
明

殿
外
二
〇

二
〇
、〇
〇
〇
円

川
端(

西)

�
橋
正
明

殿
外
一
七

一
八
、〇
〇
〇
円

桜
町(

上)

倉
品
秀
司

殿
外

六

五
、〇
〇
〇
円

桜
町(

中)

佐
野
成
勝

殿
外

八

九
、〇
〇
〇
円

�
�

�
�

大
曲

井
澤
勝
良

殿
外
四
二

四
三
、〇
〇
〇
円

�
	

�
�

南
町

松
本
富
雄

殿
外
一
九

二
〇
、〇
〇
〇
円

西
町

石
川
利
次

殿
外
二
九

三
〇
、〇
〇
〇
円

宿
町

菊
地

伸

殿
外
二
六

二
七
、〇
〇
〇
円

東
町

木
内
澄
江

殿
外
一
七

一
八
、〇
〇
〇
円

神
之
倉

石
黒
宏
平

殿
外
一
八

一
九
、〇
〇
〇
円

�
�

�
�

中
瀬
１

並
木
照
芳

殿
外

二

一
五
、〇
〇
〇
円

�


�
�

小
動

市
川
幹
雄

殿
外
三
三

三
四
、〇
〇
〇
円

�
�

�
�

墨
東
寒
川
講
伊
藤
國
雄

殿
外

三

二
〇
、〇
〇
〇
円

寒
川
神
社
易
友
会

澤
津
壽
道

殿

一
〇
、〇
〇
〇
円

八
王
子
奉
仕
講

�
治
英
而

殿
外
三
一

七
六
、五
〇
〇
円

�
�

�
�

一
〇
二
、〇
〇
〇
円

(

順
不
同
・
敬
称
略)
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横
溝
�
義

市
川
元
久

関
根

晃

入
澤
一
三

大
川
静
男

㈱
市
川

神
恵
苑

長
嶋
園

豊
月
堂

㈱
阿
部

㈱
青
葉

㈱
秋
江

㈱
�
田

生
長
園

大

門

㈲
松
乃
鮨

金
子

昭

寒
川
病
院

㈱
た
ま
や

戸
塚
米
店

東
木
材
㈱

露
木
生
花

㈱
イ
ソ
ダ

㈱
梅
屋
幸

寿
重
機
㈱

㈱
結
商
会

㈱
プ
ロ
ム

酒
井
米
男

河
西
工
業
㈱

瀧
川
園
茶
舗

㈲
鈴
野
農
機

㈱
オ
ー
カ
ワ

大
村
紙
業
㈱

㈱
フ
ジ
サ
ワ

㈱
カ
ナ
リ
ヤ

㈲
丸
井
紙
店

昭
和
興
産
㈱

㈲
青
木
商
事

青
山
大
寿
司

秋
山
商
事
㈱

㈱
北
岡
本
店

北
村
工
務
店

㈲
三
沢
米
店

山
一
工
業
㈱

相
模
興
業
㈱

㈲
寒
川
建
材

㈱
シ
ノ
ハ
ラ

㈱
ア
ー
ク
ル

川
本
工
業
㈱

�
橋
竹
材
店

㈱
コ
ー
メ
ー

百
崎
製
菓
㈱

㈲
田
中
写
真

中
沢
運
輸
㈱

㈱
サ
ン
ユ
ー

松
井
建
設
㈱

㈱
フ
ル
モ
ト

㈱
ヒ
ラ
ボ
ウ

熊
澤
酒
造
㈱

日
本
精
麦
㈱

丸
�
工
業
㈱

村
松
商
事
㈱

㈱
植
藤
造
園

安
藤
物
産
㈱

大
黒
屋
製
菓

㈱
神
奈
川
中
宣

㈲
カ
ネ
ヤ
商
会

㈲
壁
島
工
務
店

㈲
喜
久
屋
酒
店

㈲
飯
田
材
木
店

㈲
臼
井
青
果
店

㈱
金
庫
屋
商
店

㈱
工
房
え
む
ま

寒
川
町
商
工
会

ほ
り
む
ら
薬
局

下
里
自
動
車
㈱

湘
南
信
用
金
庫

㈱
鈴
木
製
餡
所

㈱
中
島
鉄
工
所

㈱
山
上
工
務
店

㈱
ア
イ
ネ
ッ
ト

㈱
竹
中
工
務
店

㈱
落
雁
諸
江
屋

㈲
湘
南
ラ
イ
ン

㈲
松
い
ち
食
品

㈲
寒
川
製
材
所

㈲
香
川
第
一
交
通

㈱
ウ
ス
イ
植
物
園

こ
み
ね
化
粧
品
店

㈲
さ
が
み
や
菓
舗

㈲
サ
ダ
コ
美
容
室

㈱
金
子
建
材
土
木

寒
川
町
観
光
協
会

㈲
古
山
看
板
塗
装

ヨ
シ
カ
ワ
洋
品
店

森
村
ケ
ミ
カ
ル
㈱

㈲
破
魔
矢
奉
製
所

㈱
長
谷
川
製
作
所

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

と
ん
か
つ
水
龍
㈲
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日日
本本
造造
園園
設設
計計
㈱㈱

横横
浜浜
貨貨
物物
綜綜
合合
㈱㈱

㈱㈱
ささ
んん
ここ
うう
どど
うう

綜綜
合合
警警
備備
保保
障障
㈱㈱

千千
寿寿
会会
きき
くく
のの
郷郷

中中
野野
設設
計計
工工
務務
㈱㈱

㈱㈱
大大
島島
寅寅
次次
郎郎
商商
店店

㈲㈲
寒寒
川川
公公
衆衆
衛衛
生生
社社

長長
嶋嶋
福福
ダダ
ルル
ママ
物物
産産

山山
上上
第第
二二
ビビ
ルル
ヂヂ
ンン
ググ

㈱㈱
晃晃
和和
デデ
ィィ
スス
ププ
レレ
イイ

㈲㈲
協協
和和
クク
リリ
ーー
ニニ
ンン
ググ

㈱㈱
ササ
ンン
エエ
ーー
ササ
ンン
クク
スス

㈲㈲
ＦＦ
ＬＬ
ププ
ララ
ンン
ニニ
ンン
ググ

アア
ズズ
ビビ
ルル
㈱㈱
湘湘
南南
工工
場場

レレ
ンン
ゴゴ
ーー
㈱㈱
湘湘
南南
工工
場場

㈱㈱
横横
浜浜
銀銀
行行
茅茅
ヶヶ
崎崎
支支
店店

㈱㈱
ダダ
イイ
ワワ
・・
エエ
ムム
・・
テテ
ィィ

㈲㈲
ノノ
ブブ
・・
リリ
ララ
イイ
アア
ブブ
ルル

㈲㈲
ボボ
デデ
ーー
シシ
ョョ
ッッ
ププ
浜浜
名名

レレ
ンン
ブブ
ララ
ンン
トト
ホホ
テテ
ルル
厚厚
木木

㈱㈱
ヒヒ
ダダ
ロロ
ジジ
スス
テテ
ィィ
ッッ
クク
スス

門門
前前
だだ
んん
ごご
茶茶
屋屋
九九
五五
郎郎
庵庵

㈱㈱
竹竹
澤澤
古古
典典
建建
築築
設設
計計
事事
務務
所所

㈱㈱
ググ
ララ
ンン
ドド
ララ
イイ
ンン･･

ママ
ルル
シシ
ゲゲ

ＪＪ
ＸＸ
日日
鉱鉱
日日
石石
金金
属属
㈱㈱
倉倉
見見
工工
場場

㈱㈱
湘湘
南南
ビビ
ュュ
ーー
テテ
ィィ
カカ
ルル
チチ
ュュ
アア

㈱㈱
三三
井井
住住
友友
銀銀
行行
藤藤
沢沢
法法
人人
営営
業業
部部

旭旭
フフ
ァァ
イイ
ババ
ーー
ググ
ララ
スス
㈱㈱
湘湘
南南
工工
場場

㈱㈱
アア
ササ
ヒヒ
フフ
ァァ
シシ
リリ
テテ
ィィ
ズズ
横横
浜浜
支支
店店

㈱㈱
アア
ササ
ヒヒ
フフ
ァァ
ーー
ママ
シシ
ーー
一一
之之
宮宮
薬薬
局局

ココ
カカ
・・
ココ
ーー
ララ
セセ
ンン
トト
ララ
ルル
ジジ
ャャ
パパ
ンン
㈱㈱

日日
立立
オオ
ーー
トト
モモ
テテ
ィィ
ブブ
シシ
スス
テテ
ムム
ズズ
㈱㈱
厚厚
木木
事事
業業
所所

((

順順
不不
同同
・・
敬敬
称称
略略))
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秋
の
深
ま
る
箱
根
を
散
策
し

な
が
ら
協
調
性
や
自
立
心
を
育

む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
十
月

二
十
一
日

(

日)

秋
の
ハ
イ
キ

ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

午
前
八
時
、
神
社
を
参
拝
し

先
生
よ
り

｢

新
し
い
物
や
珍
し

い
物
を
発
見
で
き
る
よ
う
に
…｣

と
挨
拶
を
頂
き
、
バ
ス
二
台
に

分
乗
し
出
発
し
ま
し
た
。

今
な
お
火
山
活
動
が
続
く
大

涌
谷
で
は
、
秋
空
に
雲
一
つ
無

く
少
し
雪
を
載
せ
た
富
士
山
に

迎
え
ら
れ
、
白
煙
が
立
ち
上
る

中
、
研
究
路
を
散
策
し
ま
し
た

次
に
芦
ノ
湖
畔

｢

森
の
ふ
れ

あ
い
館｣

に
着
き
、
紅
葉
の
始

ま
っ
た
広
場
で
弁
当
を
広
げ
、

大
涌
谷
名
物
の

｢

黒
玉
子｣
も

頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
広
大

な
敷
地
が
広
が
る

｢

や
す
ら
ぎ

の
森｣

の
中
に
設
け
ら
れ
た
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
コ
ー
ス
を
、
地

図
を
片
手
に
班
毎
に
廻
り
協
力

し
て
問
題
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

秋
の
森
を
観
察
し
な
が
ら
の

ゴ
ー
ル
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
顔
に
は
達
成
観
が
満
ち
溢
れ

て
お
り
、
目
的
で
あ
る
協
調
性

が
培
わ
れ
、
楽
し
い
思
い
出
を

胸
に
無
事
帰
館
し
ま
し
た
。
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今
回
の
行
き
先
は
東
京
都
千

代
田
区
鎮
座
の
�
國
神
社
並
び

に
遊
就
館
で
す
。

十
月
十
四
日
、
ボ
ー
イ
隊
は

電
車
を
乗
り
継
ぎ
飯
田
橋
の
駅

に
到
着
、
地
図
と
コ
ン
パ
ス
を

利
用
し
て
自
力
で
�
國
神
社
ま

で
た
ど
り
着
き
、
神
社
を
参
拝

境
内
を
散
策
し
ま
し
た
。

そ
し
て
ス
カ
ウ
ト
達
は
、
隊

長
よ
り
�
國
神
社
は
愛
す
る
祖

国
、
愛
す
る
故
郷
、
愛
す
る
家

族
の
た
め
に
尊
い
命
を
捧
げ
ら

れ
た
英
霊
を
祀
り
、
平
和
な
世

界
を
実
現
し
よ
う
と
創
建
さ
れ

た
神
社
で
あ
る
と
説
明
を
受
け

遊
就
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

遊
就
館
は
�
國
神
社
に
鎮
ま

り
ま
す
英
霊
の
ご
遺
書
や
ご
遺

品
を
は
じ
め
、
英
霊
の
ま
ご
こ

ろ
や
ご
事
跡
を
今
に
伝
え
る
貴

重
な
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す

ス
カ
ウ
ト
達
は
現
在
の
平
和

な
日
本
に
感
謝
す
る
と
と
も
に

戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
に
な
っ

て
欲
し
い
と
い
う
強
い
願
望
を

持
て
た
よ
う
で
す
。

こ
の
度
、
国
の
た
め
に
尊
い

命
を
捧
げ
ら
れ
た
英
霊
の
御
遺

徳
に
触
れ
、
正
し
い
近
代
史
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た

社
会
見
学
と
な
り
ま
し
た
。

�
�
國
神
社
本
殿
前
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十
月
二
十
日
、
柳
島
下
水
道

管
理
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

｢
下
水
道
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り｣

に
参
加
し
て
来
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
係
り
の
方
か
ら
パ

ネ
ル
を
使
っ
て
の
説
明
を
受
け

い
ざ
施
設
内
へ
！

汚
水
の
汚
れ
を
沈
殿
さ
せ
る

工
程
や
微
生
物
を
利
用
し
て
浄

化
し
た
水
な
ど
を
、
独
特
の
臭

い
に
ひ
る
む
事
無
く
積
極
的
に

ス
カ
ウ
ト
達
は
見
学
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
顕
微
鏡
を
使
い

微
生
物
を
見
た
り
、
下
水
管
の

傷
や
破
損
個
所
を
見
つ
け
出
す

カ
メ
ラ
の
操
縦
も
体
験
し
ま
し
た

ス
カ
ウ
ト
達
は
終
始
笑
顔
で

楽
し
く
学
ん
で
い
る
様
子
で
し
た

こ
の
活
動
を
通
し
出
来
る
だ

け
汚
水
を
減
ら
す
事
、
普
段
使

っ
て
い
る
水
の
大
切
さ
を
改
め

て
感
じ
ら
れ
る
活
動
に
な
り
ま

し
た
。
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頭
痛
、
発
熱
な
ど
が
あ
り
ま
す

ま
た
、
鼻
水
に
悪
臭
を
伴
っ
た

り
、
に
お
い
が
判
ら
な
く
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
炎
症
を
起

こ
し
た
副
鼻
腔
由
来
の
疼
痛
が

あ
り
、
上
顎
洞
の
炎
症
は
、
目

の
下
の
部
分
の
痛
み
や
歯
痛
を

引
き
起
こ
し
、
前
頭
洞
の
炎
症

で
は
額
に
痛
み
、
篩
骨
洞
の
炎

症
で
は
目
の
奥
や
両
目
の
間
が

痛
み
、
頭
が
割
れ
る
よ
う
な
激

し
い
痛
み
が
額
に
起
こ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

急
性
副
鼻
腔
炎
が
周
囲
組
織

に
及
ん
だ
場
合
、
ま
れ
に
髄
膜

炎
な
ど
頭
蓋
内
の
炎
症
を
引
き

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
視
覚
の
異
常
や
目
の
周
囲
の

腫
れ
を
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
き
わ
め
て
危
険
な

状
態
で
、
短
時
間
で
失
明
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

副
鼻
腔
炎
を
疑
う
症
状
が
現

れ
た
場
合
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
内

視
鏡
の
検
査
を
受
け
適
切
な
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い

で
す
。
特
に
目
に
異
常
が
現
れ

た
と
き
は
、
速
や
か
に
医
師
の

診
察
を
受
け

て
下
さ
い
。

副
鼻
腔
と
は
鼻
腔
の
周
囲
に

あ
る
顔
面
骨
内
の
薄
い
粘
膜
に

覆
わ
れ
た
空
洞
で
す
。
両
ほ
ほ

の
奥
に
あ
る
上
顎
洞

(

ジ
ョ
ウ

ガ
ク
ド
ウ)

目
と
目
の
間
に
あ

る
篩
骨
洞

(

シ
コ
ツ
ド
ウ)

目

の
上
に
あ
る
前
頭
洞

(

ゼ
ン
ト

ウ
ド
ウ)

篩
骨
洞
の
奥
に
あ
る

蝶
形
骨
洞

(

チ
ョ
ウ
ケ
イ
コ
ツ

ド
ウ)

の
４
種
類
あ
り
、
左
右

の
鼻
腔
と
自
然
孔
と
い
う
穴
で

交
通
し
て
い
ま
す
。

急
性
副
鼻
腔
炎
の
多
く
は
、

急
性
鼻
炎
や
急
性
上
気
道
炎
と

い
っ
た
俗
に
言
う
鼻
か
ぜ
が
引

き
金
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
、
鼻
腔
の
粘
膜
が
腫
れ

自
然
孔
が
塞
が
れ
て
し
ま
う
た

め
で
す
。
ま
た
ア
レ
ル
ギ
ー
性

鼻
炎
に
よ
る
粘
膜
の
腫
れ
も
、

自
然
孔
が
ふ
さ
が
る
原
因
と
な

り
ま
す
し
、
鼻
中
隔
弯
曲
症
を

も
つ
人
は
、
自
然
孔
の
閉
塞
を

さ
ら
に
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す

自
然
孔
は
、
副
鼻
腔
に
入
っ

た
異
物
や
細
菌
、
ウ
イ
ル
ス
な

ど
を
、
鼻
腔
に
排
出
す
る
通
り

道
で
も
あ
り
ま
す
が
、
塞
が
れ

る
と
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
副

鼻
腔
に
と
ど
ま
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
そ
の
結
果
、
細
菌
や
ウ

イ
ル
ス
が
増
殖
し
、
急
性
副
鼻

腔
炎
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

虫
歯
や
歯
周
病
で
急
性
副
鼻

腔
炎
を
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
虫
歯
を
放
置
し
根
の
先
端

部
分
か
ら
上
顎
洞
に
細
菌
が
入

り
込
ん
だ
り
、
歯
周
病
が
進
行

し
歯
の
周
囲
か
ら
上
顎
洞
に
細

菌
が
入
り
込
む
な
ど
で
生
じ
る

た
め
歯
性
上
顎
洞
炎
と
も
呼
ば

れ
ま
す
。

急
性
副
鼻
腔
炎
の
症
状
に
は

粘
り
気
の
あ
る
膿
性
の
鼻
水
の

ほ
か
、
鼻
詰
ま
り
、
後
鼻
漏

(

鼻
水
が
の
ど
に
流
れ
落
ち
る)
������������������
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日次月日(曜) 行 程 宿泊地

１
3／3
(日)

6:30出発 8:30出発
各地より 寒川神社 浜松市内(昼食)

17:10頃到着
伊勢神宮外宮(自由参拝) 鳥羽【宿泊】

�鳥 羽�

戸田屋

２
3／4
(月)

7:30出発
鳥羽 伊勢神宮･内宮【正式参拝】･おかげ横丁(昼食･買物)

17:30頃到着
せんぐう館(見学) 舘山寺温泉【宿泊】

�舘山寺温泉�

ホテル九重

３
3／5
(火)

8:30出発
舘山温泉 三河国一之宮･砥鹿神社【正式参拝】 きじ亭(昼食)

18:30頃到着
竜ヶ岩洞(見学) 焼津さかなセンター(買物) 寒川神社 各地へ

交通費・宿泊代・食事代・傷害保険料
伊勢神宮御神楽料・御神酒拝戴等一切を含みます｡

�
�

�
�
�
�

�

	



�

 

社
会
福
祉
士

小
沼

ふ
み

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日

�
�
!
"

 

准
看
護
師

片
岡

聖
信

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日

�
#
$

�

�
�

 

巫
女

八
幡

美
久

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
日

�����	
��

 � 11月19日(月) 午後２時～３時

�� 寒川神社参集殿
※入場無料 (申込不要)

� � ������	�����

� � 乳腺外科 医師 劉 孟 娟
��� 電話 0467 (75) 6680 寒川病院
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神
嶽
山
神
苑
を
見
事
に
彩
る
木

木
の
紅
葉

食
用
菊
の
王
様

｢

延
命
楽｣

。
奈
良

時
代
に
長
寿
の
薬
と
し
て
伝
来
し
た

抗
酸
化
作
用
、
発
癌
物
質
の
抑
制
等

の
効
用
が
知
ら
れ
る
。
別
名

｢

も
っ

て
の
ほ
か｣

と
い
わ
れ
る
が
、
何
と

も
不
思
議
な
命
名
で
あ
る
。

(

尚)

雨
ほ
し
い
畑
の
野
菜
口
あ
け
て
は
や
く
は
や
く
と
空
を
見
上
げ
る

土
屋
ト
ミ
子

こ
の
夏
の
日
照
り
続
き
に
草
萎
れ
蝉
鳴
く
声
も
哀
れ
に
き
こ
ゆ

浜
田

寿
子

リ
ウ
マ
チ
の
病
の
ト
ン
ネ
ル
先
見
え
ず
光
求
め
て
涙
流
る
る

山
口

幸
子

通
り
雨
の
あ
が
り
夜
空
に
鮮
や
か
な
光
の
花
咲
き
あ
が
る
歓
声

山
根
喜
美
代

二
百
十
日
無
事
に
過
ぎ
ゆ
き
一
面
に
青
き
稲
穂
が
�
か
に
波
打
つ

亀
山

文
子

も
ぎ
た
て
の
唐
も
ろ
こ
し
を
抱
え
来
て

｢

す
ぐ
に
ゆ
で
て｣

と
言
い
置
い
て
ゆ
く

安
藤

慧

じ
り
じ
り
と
外
の
面
厳
し
く
照
り
つ
け
て
木
々
の
狹
間
に
漏
れ
る
眩
し
さ

川
島
惠
美
子

餌
に
寄
る
一
セ
ン
チ
の
め
だ
か
老
眼
に
見
え
る
程
な
る
目
玉
も
ち
お
り

堀
江

照
子

一
学
期
の
終
り
小
一
の
曽
孫
は
朝
顔
の
鉢
を
持
ち
帰
り
来
ぬ

宇
田
川
時
子

鳥
よ
け
に
黄
の
網
か
け
し
稲
の
穂
は
小
鈴
の
よ
う
な
白
い
花
咲
く

天
利

春
枝

富
士
山
の
夕
陽
に
は
え
る
を
眺
め
見
つ
つ
わ
が
身
労
り
励
み
て
歩
む

三
留
と
く
子

幼
な
児
の
見
よ
う
見
真
似
の
盆
踊
り
身
振
り
手
振
り
に
笑
顔
が
集
う

岡
元

芳
子

ふ
り
仰
ぐ
朝
の
空
に
一
刷
毛
の
白
雲
見
ゆ
る
秋
き
た
る
ら
し

杉
本

照
世

子
等
達
の
清
め
し
墓
に
ぬ
か
づ
き
て
日
頃
の
無
沙
汰
詫
び
て
祈
り
ぬ

瀧
本
三
重
子

戸
を
叩
く
水
鶏

く
い
な

の
声
や
水
の
秋

相
原

白
蕗

風
が
出
て
陽
が
出
て
光
る
芒

す
す
き

原は
ら

菅
沼
う
め
の

二ふ
た

畝う
ね

を
残
し
て
釣
瓶
落
し
か
な

飛
石

槿
花

曼
珠
沙
華
風
の
噂
を
聞
い
て
お
り

今
関

幸
代

路
地
と
云
ふ
路
地
に
物
干
す
島
の
秋

芹
沢

徳
光

新
米
の
に
ぎ
り
飯
も
ち
子
は
発
て
り

伊
藤

公
一

館
内
は
禁
酒
禁
煙
秋
暑
し

根
岸

君
子

蝗
い
な
ご

と
び
蝗
の
味
の
遠
く
な
り

原
野

楽
天

赤
と
ん
ぼ
静
止
し
て
い
る
よ
う
に
飛
ぶ

四
ッ
車
梢
月

鳥
渡
る
還
ら
ぬ
兵
の
翳
を
曳
き

金
指

月
光

群
が
り
て
天
へ
喝
采
曼
珠
沙
華

露
木
て
る
子

新
米
の
握
り
し
粒
の
つ
や
つ
や
し

菅
沼

保
幸

威
銃

お
ど
し
づ
つ

と
こ
ろ
変
わ
り
て
響
き
を
り

岩
田
美
代
子

稲は

架ざ

掛
の
投
げ
て
受
取
る
夫
婦
息

千
葉

静
香

針
箱
は
ク
ッ
キ
ー
の
箱
夜
の
長
し

金
子

つ
ぢ

川
風
を
ど
っ
と
誘
い
て
彼
岸
花

宮
入

つ
る

五
階
ま
で
夜
食
の
蕎
麦
を
届
け
け
り

岡
田
風
呂
釜

十
字
路
の
白
線
新
し
秋
高
し

倉
谷

節
子

一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
に
あ
る
夜
長
か
な

竹
村
真
砂
美

草
の
中
と
も
し
火
の
如
彼
岸
花

皆
川
志
ん
ご

経
机
真
中
に
置
く
月
見
か
な

山
本

朝
子

刈
り
取
ら
れ
手
を
組
む
姿
今
年
米

松
村

信
篤

は
ん
な
り
と
紅
の
ぞ
か
せ
て
酔
芙
蓉

松
本
美
智
子

秋
の
蚊
に
刺
さ
れ
て
叩
く
己
が
脛

三
輪

恭
子


